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12月のﾌﾗｯﾄ35金利、1.56％で５ヵ月連続の下降
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300万万以上ﾘﾌｫｰﾑのきっかけは「住設の老朽化」

住宅金融支援機構は１２月１日、民間金融機関が提供する「フラット３５」の２０１４年１２月の適用金利を公表し
た。融資率９割以下、返済期間が２１年以上３５年以下の主力タイプの金利幅は１.５６％（対前月比▲０.０５％）
~２.１９％（同▲０.０６％）、最頻金利は１.５６％（同▲０.０５％）で５カ月連続の下降となった。最低金利および最
頻金利は史上最低水準をまた更新した。返済期間が２０年以下の金利幅は１.２９％（同▲０.０５％）~２.１１％

ＹＫＫ ＡＰ株式会社は、非接触ｶｰﾄﾞ「ｼｰﾙ」やｽﾏｰﾄﾌｫﾝなどで施解錠できる「ﾋﾟﾀｯﾄKeyｼｽﾃﾑ」を搭載した、「電気
錠付ﾙｼｱｽ門扉」を2014年12月1日に発売します。「ﾋﾟﾀｯﾄKeyｼｽﾃﾑ」は、玄関ﾄﾞｱのﾊﾝﾄﾞﾙや門扉本体の読み取
り部に非接触ｶｰﾄﾞ（ｼｰﾙ）、ｽﾏｰﾄﾌｫﾝ、電子ﾏﾈｰ等を近づけることで施解錠するAC100V式電気錠です。また、ﾓ
ﾆﾀｰﾎﾝや携帯電話と連動することでｶｷﾞの遠隔操作を可能にする拡張性も備えています。 ｶｰﾄﾞｷｰ3枚とｼｰﾙ
ｷｰ2枚を標準装備。ｶｰﾄﾞｷｰは財布やﾊﾟｽｹｰｽに入れたままでも作動します。ｼｰﾙｷｰは貼るだけで、携帯電話な
どお気に入りの小物をｶｷﾞとして活用できます。また、「おｻｲﾌｹｰﾀｲ」や「楽天Edyｶｰﾄﾞ」もｶｷﾞとして使用可能で、
普段お持ちになっている携帯・ｽﾏｰﾄﾌｫﾝや電子ﾏﾈｰが玄関や門扉のカギになるので、わざわざｶｰﾄﾞ／ｼｰﾙｷｰ
を別に持ち歩く必要がありません。

YKK AP、「ピタットKeyシステム」を搭載した「電気錠付ルシアス門扉」を発売

ﾘｸﾙｰﾄ住まいｶﾝﾊﾟﾆｰは、300万円以上の住宅ﾘﾌｫｰﾑの実施者を対象に行なったﾘﾌｫｰﾑ選択における意識や行
動を調査の結果を公表した。ﾘﾌｫｰﾑのきっかけは、戸建てとﾏﾝｼｮﾝの全体で、「住宅設備が古くなった・壊れた」
（40.6％)、「家が古くなった・老朽化した」（33.4％）、「設備の使い勝手に不満がある」(27.9％）が上位3位に入る
結果となった。これらに加えて、戸建てのみの調査では、4位に「外観の見栄えが悪くなった」、ﾏﾝｼｮﾝのみの調
査では、4位に「中古住宅を購入した・する予定（だった）」、5位「間取りに不満がある」と間取りに関するもので
あった。ﾘﾌｫｰﾑをした部分は、全体では「ｷｯﾁﾝ（台所）」（58.5％）、「浴室」（57.1％）、「トイレ」（56.5％）、洗面室
（56.3％）と水回りが上位を占めた。この他に、戸建て住宅では「外壁」や「屋根」など外装に関わるもの、マン
ションでは「ﾘﾋﾞﾝｸﾞ」、「ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞ」、「寝室」といった内装や間取りに関するものが上位となっている。ﾘﾌｫｰﾑ対象住
居の築年数は、「20～30年未満」（35.3％）、「30～40年未満」（26.9％）と続き、平均年数は26.3年でだった。
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住宅のｸﾛｽのｼﾜ・浮きを予防、石こうﾎﾞｰﾄﾞの上から施工のため省令準耐火構造にも 最適な見切材 『ｸﾛｽ見切
C-３TM 』 『幕板見切 6T 』 2ｱｲﾃﾑを、平成26年12月1日より全国発売致します。石膏ﾎﾞｰﾄﾞの縁を切らずに上か
ら施工する見切材のため省令準耐火構造の木造住宅にも 最適です。ｸﾛｽ見切 C-3TMの主な特長は 3.5㎜目
透しにてよりｸﾛｽの粗を目立たせなくし、ﾌﾟﾗｲﾏｰ付きでﾊﾟﾃとｸﾛｽをしっかり接着し、 出隅、入隅役物により簡単
でｽﾋﾟｰﾄﾞ施工できる。幕板見切 6Tの特長は上下2つの部材が上下左右に可動してｸﾛｽのｼﾜを予防し、ﾌﾟﾗｲﾏｰ
付きでﾊﾟﾃとｸﾛｽをしっかり接着し、見付巾6.2㎜という小見付けのｼﾝﾌﾟﾙな意匠である。

ﾌｸﾋﾞ化学、住宅向けｸﾛｽ対応見切「ｸﾛｽ見切C-3TM」「幕板見切6T」を発売

2014年注文住宅動向

株式会社ﾘｸﾙｰﾄ住まいｶﾝﾊﾟﾆｰは、注文住宅の建築者・検討者を対象に調査を実施しました。2014年の調査結
果の一部を抜粋してご報告申し上げます。家づくり全体の動向ﾄﾚﾝﾄﾞについては、建築者（全国）の建築費用は
平均2,804万円で対前年で127万円上昇。頭金は平均932万円、親からの贈与額は同332万円、二世帯住宅建
築者の親からの贈与額は平均585万円 。消費税増税前後でのｶｽﾀﾏｰ属性の変化については、建築者（全国）
のうち、増税前契約者の建築費用は平均2,843万円。増税後契約者に比べ、248万円高かった。建築者（全国）
のうち、建て替え比率でみると増税前契約者の建て替えは22.1％。増税後契約者の18.3％に比べ、増税前契
約者では建て替え比率が3.8ﾎﾟｲﾝﾄ高かった。多世帯住宅の動向ﾄﾚﾝﾄﾞについては、検討者（全国）における多
世帯住宅の検討割合は23.4%。多世帯住宅の検討理由は「親の老後のことを考えたから」が最多。建築者（全
国・多世帯住宅）のうち、「住居費や生活費が削減できた」子世帯は38.6%。「削減できた」と答えた子世帯のう
ち、一番高い削減金額の項目は住居費で平均で29,000円。
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頻金利は史上最低水準をまた更新した。返済期間が２０年以下の金利幅は１.２９％（同▲０.０５％）~２.１１％
（同）。最頻金利は最低金利と同じく１.２９％（同▲０.０５％）で、こちらも最低水準。
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